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2025年 12月 

 

ニューバーガー・バーマン 

「プロダクトガバナンスに関する方針」 

 

当社は、以下の通りプロダクトガバナンスに関する方針を定めます。 

 

1. 基本理念 

当社は、運用商品やサービスの提供を通じてお客様に付加価値を提供すべく、経営陣のリーダー

シップのもと、お客様の最善の利益に合致する金融商品の提供を確保するためのガバナンスを

構築し、これを実践してまいります。 

 

（当社における取組状況） 

運用商品の品質を維持し、お客様に信頼いただける商品を提供するため、経営委員会のもとに

設定された複数の専門会議体を通じ、運用商品のライフサイクル全体にわたる品質管理を徹底し

ております。具体的な体制整備の状況については、以下の各取組状況をあわせてご参照くださ

い。 

 

2. プロダクトガバナンス体制の整備 

当社は、運用商品の組成から償還に至る金融商品のライフサイクル全体を通じたプロダクトガバ

ナンスの実効性や組成・提供・管理の各プロセスにおける品質管理の実効性を確保するための

検証を実施してまいります。かかる検証結果を踏まえ、体制を適宜見直してまいります。 

 

（当社における取組状況） 

上述の通り、経営委員会のもとに設置された経営陣および各管理部門が参加する各種の専門会

議体を通じ、運用商品の組成・提供・管理そして償還に至るまでの各プロセスにおい、品質管理を

実施する仕組みを整備しております。これにより、運用商品の品質がライフサイクル全体を通じて

維持されることを検証しています。より具体的なプロセスにおける品質管理の取組状況について

は、以下の各取組状況をあわせてご参照ください。 

 

3. プロダクトの組成 

当社は、運用商品の組成時において、顧客の真のニーズを想定した上で、商品の持続可能性、

金融商品としての合理性等の検証を行います。また、商品の複雑さやリスク等の特性等に応じて、

顧客の最善の利益を実現する観点から、販売対象として適切な想定顧客属性を特定し、販売会

社において十分な理解が浸透するよう情報連携に努めます。 
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（当社における取組状況） 

 当社では、提供する全ての運用戦略の運用状況や特性をレビューする目的の専門会議体を

設置しております。かかる会議体において、販売対象として適切な想定顧客属性を特定のう

え、さらに各顧客層に適した商品設計を検討することとしております。 

 当社が特定した想定顧客属性や当社運用商品の特性について、販売会社に理解を深めて

頂き顧客に適切な説明が行えるよう、わかりやすい資料提供や説明会等のサポートを通じ

て支援しております。 

 

4. プロダクトの管理 

当社は、金融商品の組成時に想定した商品性が適切に維持されているかを、運用再委託先にお

ける運用状況を含めて継続的に検証し、その結果を基に当社商品の改善やプロダクトガバナンス

体制全体の見直しに活用します。また、販売会社との情報共有を通じて、運用や商品提供の改善、

さらには金融商品開発の向上に努めます。 

 

（当社における取組状況） 

 当社が提供する全ての運用商品について、運用状況を継続的にモニタリングしております。

このプロセスには、運用再委託先による運用状況の評価も含まれており、商品の適切性を

徹底的に検証しております。 

 販売状況や顧客の意見・要望を継続的に収集・分析し、商品の改善や新商品開発に反映し

ております。 

 

5. 分かりやすい情報提供 

当社は、お客様が最適な金融商品を選択できるよう、運用体制や金融商品の特性について、分

かりやすく情報を提供してまいります。 

 

（当社における取組状況） 

 運用体制および運用商品の特性やリスク・リターンの内容について、簡潔で分かりやすい資

料を作成し、提供できるよう努めております。必要に応じて、販売会社向けの説明会や研修

を実施し、正確な情報が顧客に伝わるようサポートしております。 

 お客様や販売会社からのフィードバックを積極的に収集し、情報提供の改善に反映しており

ます。これにより、より分かりやすく、役立つ情報を提供できるよう努めております。 

 

当社ウェブサイト 

www.nb.com/japan 


